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序 

 

 1960 年代中頃から、鋼材を主要材料にした「鋼製砂防施設」が開発されはじめました。

当時はコンクリートを中心にした重力式不透過型砂防堰堤が主流で、設計方法もマッシブ

な重力作用による抵抗に期待するのが一般的であり、鋼製砂防施設も形鋼を使った枠堰堤

が中心でいわば重力式コンクリートの代用といえるものでした。 

 その後、鋼管を組み立てて、フレーム構造としたオープンタイプ堰堤が考案され、1985

年(昭和60年）に「財団法人砂防・地すべり技術センター」が「鋼製砂防構造物設計便覧」

を世に出し、その後幾度かの改訂を加え、1990 年(平成元年)建設省（現国土交通省）「土

石流対策指針(案)」により、鋼製砂防堰堤の設計手法が確立されました。 

それにより、鋼材の靭性を有効に活用した構造により、平常時には土砂を通過させ、土石

流流下時には水と土砂・流木を分離させることができる鋼製透過型砂防堰堤が認められ広

く普及し、大きな効果が求められてきました。 

 しかしながら、この鋼製透過型砂防堰堤は、鋼材の形状・寸法の精度がよく、施工にお

いては部材を分割・運搬することが容易である反面、鋼材の摩耗・腐食や鋼材部分や接合

箇所への流木・巨礫の直撃等も充分検討していかねばならない課題も残されているでしょ

う。 

 本書では「土石流を捕捉する機能」と「土石流に耐えられる構造」の両面から具体的な

要求性能を明らかにして、土石流対策の基本構造物としての「鋼製透過型砂防堰堤」の確

立を望んでいます。 

 本書を発刊するにあたり、関係各位のご尽力に深く感謝いたします。 

 

砂防鋼構造物研究会会長 浅田泰男 
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